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1. デトロイト交響楽団(DSO)について 

アン・パーソンズ 

デトロイト響は 1887年創設のアメリカでは古いオーケストラです。 

オーケストラの運命は存在する都市の状況に非常に大きく左右されるもので、デトロイトという都市、

アメリカという国が工業的に力がある時期はオーケストラも繁栄したが、厳しくなると私たちオーケス

トラも厳しくなりました。 

本日取り上げるのは過去の 10年、2007年からの話です。 

私は 2004年に DSOに入団しました。その 3年後の 2007,2008年はアメリカ中で経済的ストレスが非常

に強く積み重なった時期でした。 

GM、クライスラーはデトロイト市が倒産宣言する前年に倒産してしまったのです。 

このことで、都市に関して重要なのは倒産後に何が起こったかです。GM は倒産してから 4 か月半くら

いで立ち直りました。これは記録的なことです。 

デトロイト市が倒産から回復し得たのは「グランドバーゲン」というシステムがあったためです。 

デトロイト市が所有している芸術作品を売らなくて済むように投資家が 8 億ドルを出資し、倒産から立

ち直ることが出来ました。 

このような背景でのデトロイト響を話していきます。 



2. ストライキを乗り越えるために 

アン・パーソンズ 

多くの方が仕事、年金を失い、デトロイト響の聴衆も減り、寄付も激減し、株価が暴落し、基金 

(endowment) も減ってしまいました 

苦しみながらも、ここで誤って倒産をするわけにはいかないと考えました。困難に真っ向から向き合い、

以前よりもいい楽団になろうと、様々に想像力を使いながら、挑戦したのです。 

この挑戦に最も重要なポイントは「行動を変える」ということでした。やってきたことを全て考え直すこ

とです。 

支出のカットはもちろん必要でした。我々の音楽でなにを演奏するか、我々の音楽をどこで演奏するか、

我々の音楽にいくら頂くか、すべて考え直しました。 

多くの方がご存知の通り、6か月間のストライキがありました。残念なことでした。 

さて、私にとって重要なストーリーはストライキのあとのことです。 

私たちには 1919年にオーケストラが建てた音響の完璧な素晴らしいホールがありますが、ストライキを

経たことによって、そのホールだけではなく、いろいろな地域に回って演奏するようになりました。 

アクセスブルということを一番大切に考えたのです。 

コンサートホールでの演奏会数を減らして、地域でのとても低い値段設定のコンサートを行うようにし

ました。コンサートホールでのチケット値段も下げました。このことにより完売のコンサートが続くよ

うになったのです。 

コミュニティーに出て演奏することは各地域の人たちと新しい関係を築けることになります。実際に収

入も徐々に回復し、寄付金も上がり始めました。 

ストライキが終わってから、インターネットを通してライブのコンサートを無料で提供することにも取

り組みました。 

最後に、最も重要な個々の楽団員の存在をコミュニティーでどのような役割を果たしていくのか、全員

で考え直しました。 

ストライキ前、楽員はオケ以外の仕事で個人的にとてもとても忙しくしていました。そして、これらは契

約外の仕事であったのです。 

今は、楽団員が望めばコミュニティーの中で室内楽や、教えるといった様々な活動ができます。これらの

ことを以前は契約書に盛り込んでいませんでしたが、現在は明記しています。 

 

大変な時期というのは最もクリエイティブになってイノベーションを考えなくてはならない時期である

と考えます。直面している困難に恐れ慄いて目をつぶってしまっては助けも来てくれません。頭を高く

上げて、何ができるのか、新しいことをたくさん実験してみれば、実際にコミュニティー、家族、お客さ

んとのかかわりを見直すことができ、環境を変えることができると思っています。 

 

3. 演奏者からみたストライキ 

ランダル・ホーズ 

東京に来ることはいつも喜びです。デトロイト響のコープランドを聞いて欲しいと願っています。 

私は 2010年に DSO入団、ストライキは人生 2回目の経験でした。 



日本オーケストラ連盟やオーケストラでは周知のごとく、音楽家は頑なです。音楽家として、オケを運営

する事務的なこと、経営のこと等からは守られて日々を過ごしていました。 

私が関係した 1987 年と 2010 年のストライキは 2 つとも景気後退の結果に起こったストライキでした

が、オケの楽団員はその際、2回ともに、なぜ契約の調整が必要になってくるのかということに疎い状態

でした。 

特に DSOでのストライキの交渉は楽団員側は頑なな交渉を続けていて、弁護士から絶対に譲歩してはい

けないと言われているような状態でした。 

皆様には、アメリカのメジャーオケのゴールド・スタンダードであり、最もあこがれている 1 シーズン

52 週間という契約で、どうしても手放なしたくない大きな問題であるということをご理解下さい。我々

も 52週に固執していました。 

2010年、ストライキも 6カ月に入り、52週契約と給料に固執していたら、オケが消えてなくなるだろう

と明らかに気付いたのです。 

我々にとってオケは収入源であると同時に人生そのものだ。なので、妥協しようということになりまし

た。運営側と一緒に不可能を可能にしようと手を取り合うことが出来たのです。 

52 週を 35 週に減らすことにより給料は 3 割減少し、とても厳しいことです。多くの音楽家を引退も含

めてですが、失いました。コンマスは他のオケに移ってしまいました。非常な痛みを伴う改革でした。 

 

私たちの改革にとって大きかったのは、理事会のリーダーシップが変わったことでした。 

理事会は力のある伝統的・保守的な役員会であったが、新しい理事長(フィリップ・フィッシャー)に代り

ました。 

彼は音楽が大好き、人が大好き、相手の名前を必ず覚えているような人で、そういう彼がチアリーダーに

なってくれたのです。楽員全員を「自分たちが今から始めることは良いことなのだ、良いことに向かって

進んでいるのだ」と説得しました。 

私たちは契約書をシンシナティやピッツバーグ、ダラス、ミネソタなどのオケと競えるものにしなくて

はオーディションによい楽員が来てくれないと考えていました。しかし、実際に今の仕事を救うために

はその点の妥協も必要でした。 

結果としては、ストライキ後何年か経つとオーディションに来る人のレベルが目に見えて高くなりまし

た。 

そして最近ではずば抜けて優秀な人が入ってくるようになっています。その理由は、去った楽員もいる

けれど、オケの中に、とても健康的にコミュニケーションをとるという新しい文化が根付いてきたから

であると思います。 

終わりに、ストライキをしていた時は悪魔のような敵がいました。それは隣のアン・パーソンズさんだっ

たわけですが、ストライキが終わり、頭ではパーソンズさんの責任ではないことはわかっていましたが、

多くの楽員がパーソンズさんと話すのも苦しかったのです。 

しかし、パーソンズさんは素晴らしいリーダーシップを発揮し、コミュニケーションをより自由にし、理

事長のフィリップ・フィッシャーさんと共にすばらしいコミュニティー作りに成功しました。 

新しい契約書に我々はとても満足しています。給料も徐々にですが上がり始めています。 

シーズンが短くなったことによりほかの活動もできるようになりました。室内楽や音楽祭への参加など



です。 

この契約書で、最も大きな満足を得られたことは、コミュニティーとのつながりが強まったことです。 

コミュニティーにどのようなインパクトを与えているか間近に感じられ、オケに興味を持ち始めてくれ

ていることを実感できることが素晴らしいと思っています。 

 

太下義之 

かなり生々しいところまでお話しいただきました。 

デトロイト響のストライキは 2010/10～2011/04までの 6か月間行われました。原因は景気後退によるも

のです。 

2007年から経済状況は悪化し、2008年にはリーマンショックがあり、本当にどん底の景気でした。 

デトロイト響の収支結果によるとストライキの影響により 2011 年の収支が一番悪く落ち込んでいます。 

経費の面でどのあたりを削減し、何を残そうとしたのか、楽団員の反応はどうだったのでしょうか。 

 

4. 経営の立て直しとは 

アン・パーソンズ 

削減には必ず非常な痛みが伴います。オケは皆さんご存知の通り、固定費が高いのです。人件費、給料や

健康保険、家族に関するものです。 

実際に私たちのオーケストラの再生の最も複雑な部分であり、決断としては、存在するために何をカッ

トし何を残すべきなのか考えました。 

私たちのプログラムを作る基本的なコストをカットしてしまっては、その後がなくなってしまうので、

事務局スタッフ、楽員の給料を 3 割カットしました。ストライキが終わった後に質の高いプログラムを

提供することができ、その後の活動を支えられるようなプログラムを考えなくてはなりませんでした。 

ストライキの後には埋めなければならない赤字があったので、再生するためのファイナンシャルプラン

が必要でした。 

10 ヵ年計画は事務局、楽員、役員、チケット購入者（お客様）とコミッティーを作り、そこで皆で策定

したものです。これが正に、私たちの進む道だと思っています。 

どこにお金を使うのか、どこをカットするのか、どうやって収入を増やしていくのか、今後存続していく

ための答えであると思っています。 

ランダル・ホーズさんが仰ったことは完全に正しく、楽団の文化は非常に良いものになっています。運

営、楽員、聴衆で文化を作っていくのです。ストライキ前はこの文化は決して良いものではありませんで

した。ストライキが終わった時、傷は残っていましたが、より良い文化が欲しい、コミュニティーが欲し

いという気持ちは皆が一緒であったことを確認できました。 

今後の私たちの行動、お互いから何を学ぶのか、どのように

コミュニケーションをとるのか、お互いにどのような思いや

りを持つのかということについても話し合い、一緒により良

く仕事ができる環境をつくろうという話し合いにも時間を

割きました。 

 



5. 重要視し続けたプログラムの質 

太下義之 

質の高いプログラムとはどんなことでしょうか。 

 

アン・パーソンズ 

私たちはどういう価値観をもって仕事をするかということの一致点を見出しました。それは最高なもの

を最優先にするということです。また、才能を大切にするということでも一致しました。才能のある人間

を引き寄せ、ずっといてもらうことを重要視しました。 

スラットキンが音楽監督に就任したのは 2008年で、彼には非常な勇気が必要な時期だったのではないか

と思います。この挑戦は彼の性格そのもの、だからこそ応じてくれたのだと思います。 

会場いるエリックはプログラム作りの中心人物です。彼は楽団員でもあり、家族も音楽家で演奏者とし

てステージに立つことの意味を本当によくわかっている人です。スラットキンと日々より良いプログラ

ム作りをしてくれています。 

 

ランダル・ホーズ 

プログラムは本当にオケの要だと思っています。 

作成には繊細なバランスを必要とするものです。 

保守的な客が好むベートーヴェン、ブラームスなどのほかにも新しい作品を聴いてもらうバランスが非

常に大切です。 

年に１０週のポップス・シリーズを持っています。ロックやブロードウェイ、ポップスなど歌手を招いて

開催しています。 

東京のツアーにオール・アメリカ・プログラムを入れました。これはツアーでは珍しいものなのではない

かと思っています。 

 

太下義之 

オケを立て直すにはプログラムは非常に大きな課題であるかと思うが、もう一方で、ファイナンシャル

プランにおいて寄付も非常に大切になってくると思う。配付資料を参考に今後の展開についてお話頂け

ますか。 

 

6. DSOのファイナンシャルプラン 

アン・パーソンズ 

私たちが「ブループリント 2023」と呼んでいるものです。過去のビジネスモデルをもとに作られたもの

で、非現実的だと判断し、2013年あたりには今に即したものに変えなければならないと感じていました。 

チケット収入を変えるのは非現実的だと思ったため、あまり変えていません。寄付金の占める部分を大

きくしています。 

チケット価格を上げてしまうと来るお客さんが減ってしまうでしょう。私たちの結論はチケット価格を

安くして大勢の人に来てもらおうということです。 

この 4 年間は貸借対照表も安定しました。寄付金も増え、収入も増え、経費は増えてはいるけれどなだ



らかです。 

基金の金額を増やすことが大きなチャレンジです。 

基金（Endowment）から 1.25億ドルの運用益、だいたい 5％程度を経費として使用しています。ほかの

アメリカのオケの基金を見ても分かるように。他のオケに追いついていないので力を入れています。 

 

（前半終了） 

文責：名倉真紀（日本オーケストラ連盟） 


